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元
号
が
「
令
和
」
と
な
り
数
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
美
都
町
宇
津
川

地
区
に
あ
る
「
養

老

よ
う
ろ
う
の

瀧た
き

」
に
は
、
改
元
に
ま
つ
わ
る
言
い
伝
え
が
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 

今
回
は
、
二
川
郷
土
史
研
究
会
が
ま
と
め
た
「
養
老

よ
う
ろ
う
の

瀧た
き

」
の
お
話
を

特
集
し
ま
す
。 

醴れ
い

泉せ
ん

出
ズ
三
日
ニ
シ
テ
涸か

れ

ル 

石
見
の
国
「
醴
泉
出
ズ
・
・
・
」
と
文も

ん

徳と
く

実
録
第
六
巻
に
記
述
さ
れ

る
が
、
問
題
は
石
見
の
国
の
ど
こ
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

伝
承
で
は
こ
こ
で
あ
る
と
い
う
地
区
が
あ
っ
て
「
千
年
祭
」
も
厳
粛
に

行
わ
れ
て
い
る
。 

現
益
田
市
美
都
町
宇
津
川
、
養
老

よ
う
ろ
う

谷だ
に

集
落
内
に
そ
の
伝
承
の
旧
跡
地

が
あ
り
、
熊
野

く

ま

の

権
現
社

ご
ん
げ
ん
し
ゃ

を
祀ま

つ

っ
て
い
る
。
文
徳
実
録
は
醴
泉
に
つ
い
て

「
味あ

じ

濁
醪

ど
ぶ
ろ
く

ヲ
写
シ
、
状
は
芳
醴

ほ
う
れ
い

ニ
凝こ

ら

ス
」
と
賞
味
し
て
い
る
。 

 

こ
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
地
下
の
孝
行
娘
が
病
に
伏
す
母
親
へ
汲
ん

で
来
た
湧
水
を
の
ま
せ
た
と
こ
ろ
、
に
わ
か
に
病
が
快
復
し
た
と
大
喜

び
し
た
こ
と
を
聞
き
及
ん
だ
石
見

い

わ

み

守
の
か
み

藤
原

ふ
じ
わ
ら

朝あ
そ

臣み

長
基

な
が
も
と

が
、
そ
の
年
七

月
二
十
三
日
に
申
し
出
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
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益田市は空き家バンク制度を創設し、空き家の情報を提供しています。 

この制度は、自分の持っている空き家を「貸し住宅にしてもいい」「売却してもいい」というお考えをお持ちの方

（空き家住宅の所有者）、あるいは益田市での生活のために住宅を探している方（空き家の利用希望者）にその意思を

登録していただき、空き家の有効活用を図るものです。併せて、空き家バンク制度を通して、市と都市住民との交流

拡大及び定住促進による地域の活性化を目指しています。 

現在、美都町内には４軒の空き家バンクの売買・賃貸の登録物件があります。 

美都町にＵＩターンをお考えの方、田舎暮らしを考えている方、空き家を活用して事業を行いたい方は、一度検討

されてみてはいかがでしょうか？ 

また、美都町にお住まいの方で空き家バンクへの登録を検討されている方もご相談ください。 

定期的に全国各地で行われているしまねＵＩターン相談会でもお伺いしていますので、お気軽にご参加ください。 

詳しくは、益田市役所 人口拡大課 定住促進係 電話：０８５６－３１－０１７３まで。 

                    益田市空き家バンクのホームページが新しくなりました。 

https://akiyabank.masudanohito.jp/ 

 

 

「もてなす都茂心」通称“もてつも”は、都茂地区の２０～５０代の若者で結成したグル

ープです。年々、地域の若者が県外へ流出し、寂しくなっていく都茂地区を元気にしようと

２０１８年２月に有志で結成しました。現在は約２０名が賛同し、都茂地区内の自治会長と

話し合いを行い、「おもてなし」をキーワードに地域課題の解決に向けて地域と一緒に取り

組んでいます。これまで、昨年１０月の都茂・島山八幡宮の秋の例大祭で仁輪加加勢に参加

したり、都茂地区文化祭や金谷城山桜まつりのイベントにも参加しました。私たちのトレー

ドマークは何と言っても真っ赤な全身タイツに法被、ふんどし姿です。活動を通して、都茂

地区、そして美都町の元気印となれるよう、地域を盛り上げていきます。 
 

【空き家】都茂地区 山料集落にある一軒家 

売買価格177万円 賃貸価格 28,000円５ＤＫ 

※居住は可能ですが、多少の改修が必要です（入居者負担） 

https://akiyabank.masudanohito.jp/akiya/203/ 

 
 

ふるさと会員への登録や、当情報誌についてのご意見やご要望、または、紹介したいモノや人、グループなどがございましたらぜひお知ら

せください。なお、ふるさと会員の登録は無料です。お問合せ等は左記電話番号またはメールアドレス chiiki-m@city.masuda.lg.jpまで。 

担当：地域振興課 

～都茂地区文化祭にて～ ～都茂・島山八幡宮秋の例祭にて～ 
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納涼石見神楽鑑賞会 
二川の夏の風物詩となっている「納

涼石見神楽鑑賞会」、今年も8月１３日
（火）19：00より道の駅サンエイト
美都の常設テントで開催します。例年
たくさんの方が来場され昔懐かしい神
楽や久方ぶりに出会った友人との会話
を楽しまれています。帰省の際には、
ご家族・友人等お誘い合わせの上、田
舎の夏を存分にお楽しみください！ 

益田 INAKAライド 
益田市町おこしの会では、第８回益田

I･NA･KA ライド 2019 を、９月１日
（日）に開催します。I･NA･KAライドと
は、一流の田舎町「益田」を満喫しなが
ら、現役空港（萩・石見空港）滑走路走行、
そして日本海から匹見峡へ、海から山を
楽しむサイクルイベントです。ふれあい
ホールはエイドステーションとして選手
の歓迎とタイムチェックを行います。 
参加定員は500名、60km＝45名、

120km/160km＝455名で、お申込み
は、７月 31 日までとなっております。
（申し込み先着順・定員になり次第締切） 

エントリーは、 

https://www.sportsentry.ne.jp/event/t/78013 
公式サイトは、 
http://www.masuda-genki.or.jp 

 

 

 

 
 

 

美都地区運動会 
二川小学校が廃校になった現在、都茂

小と東仙道小では、保育園や地域住民と
合同で運動会を開催しています。 

保育園児から高齢者まで、みんな揃って
一日を楽しみます。 

９月15日（日） 
都茂小学校保育所地区ふれあい大運動会 
９月22日（日） 
東仙道小学校保育所地区民連合運動会 
なお、美都中学校体育祭は、９月７日（土）
に行われます。 

 

美都町神楽競演大会 
美都町神楽競演大会は、益田市内で開

催される神楽大会の中で、唯一技を競い

順位を競う大会です。今年は１１月１０

日（日）にふれあいホールみとで開催予

定で、益田市内の社中だけではなく、市

外や県外の社中も多く出演します。 

今年で４２回目を迎える歴史あるこ

の大会で神楽をお楽しみください。 
 
 

みとふるさとまつり 
１１月３日（日・文化の日）、さくらド

ーム周辺で、恒例の「みとふるさとまつ
り」が開催されます。特産であるゆずを
使った商品や美味しい食べ物、そして美
都町の特産品や豪華賞品が当たるお楽
しみ抽選会も行われます。また協賛イベ
ントとして、さくらドーム下のグランド
では「ゆずっこカップサッカー交流会」、
ひだまりパークみとでは「グランドゴル
フ大会」が開催されます。ぜひ、美都町
最大級のお祭り「みとふるさとまつり」
へお越しください。 
 

 
 

美都地区文化祭 
美都町では、それぞれの特色を生かし

た文化祭が二川・都茂・東仙道地区で行
われています。どの地域も30年以上続
けられている伝統ある行事で、今年度
も、下記のとおり計画されています。地
域の文化祭をお楽しみください。 
11月24日(日)二川地区農林業文化祭 

52-2241二川公民館 
2月  2日(日)都茂地区文化祭 

52-2295都茂公民館 
3月  1日(日)東仙道地区文化祭 

52-2540東仙道公民館 
 

美都温泉「湯元館」イベント 
・美都温泉子ども夏祭り 

 8月１７日（土） 

ダーツゲームやヨーヨー釣りなどの縁

日コーナーや、焼きそばや唐揚げなどの

屋台コーナーもあります。お楽しみ企画

満載です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・オールナイト営業 

 12月３１日（火） 

美都温泉「湯元館」の泉質は大変好評

で、多くのお客様にご利用いただいてお

ります。お客様への感謝の気持ちを込め

て、今年も、オールナイト営業を実施し

ます。 

 

 
 

四つ山歴史ウォーキング 
8月２５日（日） 
今年も、恒例の四つ山歴史ウォーキン

グが開催されます。昨年までの参加者か
らは、「これはウォーキングじゃなく登山
ですね！」との声を頂いていますが、四
つ山の四の岳から一の岳までを史跡を堪
能しながら巡ります。ゴールでは、カレ
ーライスとかき氷が振る舞われ、お楽し
み抽選を予定していますので、ふるさと
の山から見る東仙道の景色を楽しみに、
ぜひお越しください。 

 
 

 
 

 

http://www.masuda-genki.or.jp/


現
地
は
集
落
内
背
戸
山

せ

ど

や

ま

の
中
腹
で
急
峻
な
木
立
の
中

に
、
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
岩
肌
が
露
出
す
る
岩
盤

が
あ
る
。
岩
に
数
條

す
う
じ
ょ
う

の
裂
目
が
上
下
に
走
り
、
水
の
吹

き
出
そ
う
な
所
も
見
ら
れ
る
。
側
に
熊
野
権
現
社
が
祀

ら
れ
て
い
る
が
、
由
緒
は
伝
説
に
よ
る
以
外
の
も
の
は

な
い
。 

し
か
し
、
こ
こ
を
も
っ
て
日
本
の
元
号
「
仁に

ん

寿じ
ゅ

」
四
年

を
「
斉
衡

さ
い
こ
う

」
元
年
に
改
め
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
も

っ
と
も
異
論
、
異
説
も
あ
っ
た
が
多
く
は
石
見
に
お
け

る
伝
説
地
は
宇
津
川
養
老
谷
を
お
い
て
他
に
な
い
と
さ

れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。 

 

４
月
９
日
、
町
内
の
小
学
校
で
入
学
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
東
仙
道
小
学
校
に
３
名
、

都
茂
小
学
校
に
７
名
、
計
10
名
の
可
愛
い

ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
新
１
年
生
が
入
学
し
ま
し

た
。 

 

そ
し
て
同
日
、
美
都
中
学
校
に
も
、
10
名

の
新
１
年
生
が
入
学
し
ま
し
た
。 

 

・
東
仙
道
小
学
校 

23
名 

・
都
茂
小
学
校 

 

39
名 

・
美
都
中
学
校 

 

27
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～ 都茂小学校 ～ 

～東仙道小学校～ 

～ 美都中学校 ～ 

2019年度 

児童・生徒数 

～ 東仙道小学校 ～ 


